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た。 また， この後， 同集団は， 本部構内の裏
門，西門，北門，東門につぎつぎとバリケード
の構築をはじめ，正門のバリケードを最後に午
後7時30分頃本部構内の封鎖をおわった。
これらの行動に反対する学生らは，北部構内
に集まり，本部構内の学生集団と対的して緊迫
状態が高ま った。
そこで総長は， 22日午後10時頃から翌午前2
時頃まで部局長会議を聞き，事態の収姶につき
意見をもとめた。その結果，このような異常事
態に対処する大学側の姿勢を明らかにすること
になり，その具体的措置については総長に一任
された。総長は，このような異常事態がっつけ
ば一層の混乱が予想され，教職員 ・学生の生命
の危険も生ずることを憂慮し，封鎖 ・占拠の学
生に対し退去をもとめることとした。そこで，
23日午前6時，東大路通り・今出川通りから学
内に向って次の放送を繰り返して行なった。
「私は京都大学総長です。
本学を封鎖 ・占拠している諸君，すみやか
に学外に退去しなさい。」
ところが，同日午前6時52分に至り，機動隊
が北側から本部構内にはし、り，ついで午前8時
頃教養部構内にはいった。
これに対し総長は，ただちに警察側に，この
たびの機動隊の学内立入りについて事前に大学
側の了解を得なかったことは遺憾であるとの意
を表明した。
なお，機動隊は午前11時頃全員退去した。
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